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アクチン線維や微小管などの細胞骨格は真核細胞の中で多様な役割を果たしているが、原核生物の中に

も同様の細胞骨格が存在する。その中の 1 つ ParM はアクチンホモログであり、線維を形成し、parC，

ParR とともに細胞分裂時にプラスミドを娘細胞に分配するために働いている。原核生物の毒素や抗生物

質耐性の多くはプラスミドにコードされている。ParM 線維の重合はプラスミド分配の原動力であり、そ

の機構を理解できれば、細菌の病原性や抗生物質耐性の抑制に繋がる知見が得られるかもしれない。 

ParM は単量体がほとんど同じ構造をしているにもかかわらず、線維構造が分子種によって非常に多様

であることがわかってきている。本研究ではその１つの線維のクライオ電子顕微鏡写真を撮影、現在三

次元構造解析を行っている。現在の分解能は 5.3Åであり、今少しの高分解能化を目指している。また、

以前撮影した別の ParM 線維についても構造解析が進行中である。 
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